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(57)【要約】
【課題】アルデヒドの捕捉性に優れるアルデヒド捕捉剤を提供する。
【解決手段】（メタ）アクリルアミド（ａ）とアルキレン（アルキレン基の炭素数２～４
）オキシ基を有する不飽和単量体（ｂ）とを構成単量体として含む共重合体（Ａ）を含有
してなるアルデヒド捕捉剤（Ｘ）；アルデヒド捕捉剤（Ｘ）とポリアセタール樹脂（Ｄ）
とを含有してなるポリアセタール樹脂組成物（Ｙ）；ポリアセタール樹脂組成物（Ｙ）を
成形してなる成形品（Ｚ）。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（メタ）アクリルアミド（ａ）とアルキレン（アルキレン基の炭素数２～４）オキシ基
を有する不飽和単量体（ｂ）とを構成単量体として含む共重合体（Ａ）を含有してなるア
ルデヒド捕捉剤（Ｘ）。
【請求項２】
　前記不飽和単量体（ｂ）が、ポリ（３～１００）アルキレンオキシ基を有する請求項１
に記載のアルデヒド捕捉剤。
【請求項３】
　前記（メタ）アクリルアミド（ａ）と不飽和単量体（ｂ）との重量比［（ａ）／（ｂ）
］が、２０／８０～９５／５である請求項１又は２に記載のアルデヒド捕捉剤。
【請求項４】
　前記共重合体（Ａ）が酸性基を有し、（Ａ）の有する酸価（単位：ｍｇＫＯＨ／ｇ）が
２～１６０である請求項１～３のいずれか１項に記載のアルデヒド捕捉剤。
【請求項５】
　前記共重合体（Ａ）の重量平均分子量が、５，０００～１，０００，０００である請求
項１～４のいずれか１項に記載のアルデヒド捕捉剤。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載のアルデヒド捕捉剤（Ｘ）とポリアセタール樹脂（
Ｄ）とを含有してなるポリアセタール樹脂組成物（Ｙ）。
【請求項７】
　前記共重合体（Ａ）とポリアセタール樹脂（Ｄ）との重量比［（Ａ）／（Ｄ）］が、０
．０５／９９．９５～５／９５である請求項６に記載のポリアセタール樹脂組成物。
【請求項８】
　請求項６又は７に記載のポリアセタール樹脂組成物（Ｙ）を成形してなる成形品（Ｚ）
。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アルデヒド捕捉剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ポリアセタール樹脂は、幅広い用途に使用されているが、例えば、自動車内装材用途で
はホルムアルデヒドの放出が課題となっている。この課題に対して、捕捉剤としてジヒド
ラジド化合物を添加することが提案されている（例えば、特許文献１）。また、熱安定剤
として、ポリ（メタ）アクリルアミドを用いることが知られている（例えば、特許文献２
）。しかしながら、上記特許文献１および２の技術であっても、アルデヒドの捕捉性につ
いては十分に満足できるとは言えず、アルデヒドの捕捉性に優れるアルデヒド捕捉剤の開
発が求められていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第２００５／０４０２７５号
【特許文献２】特開２０１２－５０１３７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、アルデヒドの捕捉性に優れるアルデヒド捕捉剤を提供することを目的とする
。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者らは、上記の目的を達成するべく検討を行った結果、本発明に到達した。すな
わち、本発明は、（メタ）アクリルアミド（ａ）とアルキレン（アルキレン基の炭素数２
～４）オキシ基を有する不飽和単量体（ｂ）とを構成単量体として含む共重合体（Ａ）を
含有してなるアルデヒド捕捉剤（Ｘ）；前記アルデヒド捕捉剤（Ｘ）とポリアセタール樹
脂（Ｄ）とを含有してなるポリアセタール樹脂組成物（Ｙ）；前記ポリアセタール樹脂組
成物（Ｙ）を成形してなる成形品（Ｚ）である。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明のアルデヒド捕捉剤（Ｘ）は、以下の効果を奏する。
（１）アルデヒド捕捉性（とくにホルムアルデヒド捕捉性）に優れる。
（２）ポリアセタール樹脂組成物（Ｙ）の成形性（耐金型汚染性）に優れる。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　本発明のアルデヒド捕捉剤（Ｘ）は、（メタ）アクリルアミド（ａ）とアルキレン（ア
ルキレン基の炭素数２～４）オキシ基を有する不飽和単量体（ｂ）とを構成単量体として
含む共重合体（Ａ）を含有するものである。本発明において、アルデヒド捕捉剤とは、ポ
リアセタール樹脂等のオキシアルキレン基（ポリアセタール樹脂の場合はオキシメチレン
基）を有する樹脂の熱分解により発生するアルデヒドを捕捉する剤を意味する。
　本発明においては、共重合体（Ａ）が（メタ）アクリルアミド（ａ）に加えて前記アル
キレン（アルキレン基の炭素数２～４）オキシ基を有する不飽和単量体（ｂ）を構成単量
体として含むことで、ポリアセタール樹脂等に対する相溶性が良好となり、樹脂中に均一
に分散することができるため、アルデヒド（特にホルムアルデヒド）の捕捉性に優れ、さ
らにブリードアウトしにくく成形性（耐金型汚染性）にも優れるものと推察される。
【０００８】
＜（メタ）アクリルアミド（ａ）＞
　本発明における（メタ）アクリルアミド（ａ）としては、例えば、メタアクリルアミド
、アクリルアミドが挙げられる。
　上記（ａ１）のうち、工業上およびアルデヒド捕捉性の観点から、好ましいのはアクリ
ルアミドである。
【０００９】
＜アルキレン（アルキレン基の炭素数２～４）オキシ基を有する不飽和単量体（ｂ）＞
　本発明における不飽和単量体（ｂ）は、アルキレン（アルキレン基の炭素数２～４）オ
キシ基を有する不飽和単量体であり、ポリアセタール樹脂等への分散性の観点から、好ま
しくは（メタ）アクリルアミド（ａ）と反応し得る不飽和基を１つ有する化合物（単官能
の不飽和単量体）である。
【００１０】
　（ｂ）の有するアルキレンオキシ基［以下、ＡＯと略記することがある］としては、例
えば、エチレンオキシ基（－ＣＨ2ＣＨ2Ｏ－）、プロピレンオキシ基（－ＣＨ2Ｃ（ＣＨ3

）Ｏ－又は－ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2Ｏ－）、ブチレンオキシ基等が挙げられる。
　上記アルキレンオキシ基のうち、ポリアセタール樹脂等への分散性の観点から、好まし
いのはエチレンオキシ基、プロピレンオキシ基、それらの併用、さらに好ましいのはエチ
レンオキシ基である。
　また、（ｂ）の有するアルキレンオキシ基は、例えば、１個又は２個以上（ポリアルキ
レンオキシ基）であってもよいが、ポリアセタール樹脂等への分散性の観点から、好まし
くはアルキレンオキシ基を３～１００個有するポリ（３～１００）アルキレンオキシ基で
ある。
　また、共重合体（Ａ）に含まれる（ｂ）において、（ｂ）１分子あたりのＡＯの平均付
加モル数は、１～３００が好ましく、さらに好ましくは３～１００である。なお、平均付
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加モル数は整数であるとは限らず、小数の場合もある。
【００１１】
　（ｂ）の有する不飽和基としては、例えば、（メタ）アクリロイル基、Ｎ－（メタ）ア
クリルアミド基、（メタ）アリル基等が挙げられる。
　上記不飽和基のうち、工業上および成形性の観点から、好ましいのは（メタ）アクリロ
イル基である。
　なお、例えば、（メタ）アクリロイル基は、メタアクリロイル基および／またはアクリ
ロイル基を意味し、Ｎ－（メタ）アクリルアミド基は、Ｎ－メタアクリルアミド基および
／またはＮ－アクリルアミド基を意味し、（メタ）アリル基は、メタアリル基および／ま
たはアリル基を意味する。
【００１２】
　不飽和単量体（ｂ）の具体例としては、例えば、下記一般式（１）で表される単量体（
ｂ１）、下記一般式（２）で表される単量体（ｂ２）が挙げられる。
【００１３】

【化１】

【００１４】
［式（１）中、Ｒ1とＲ2はそれぞれ独立に水素原子またはメチル基；ｍは０または１；Ａ
Ｏは炭素数２～４のオキシアルキレン基；ｎは１～３００、成形性の観点から好ましくは
３～１００；ｎが２以上の場合のｎ個のＡＯは同一でも異なっていても良い。Ｒ3は水素
原子または炭素数１～３０の炭化水素基である。］
【００１５】

【化２】

【００１６】
［式（２）中、Ｒ4は水素原子またはメチル基；ＡＯは炭素数２～４のオキシアルキレン
基；ｐは１～３００、成形性の観点から好ましくは３～１００、ｐが２以上の場合のｐ個
のＡＯは同一でも異なっていても良い。Ｒ5は水素原子または炭素数１～３０の炭化水素
基である。］
【００１７】
　一般式（１）及び（２）において、ＡＯとしては、例えば、エチレンオキシ基（－ＣＨ

2ＣＨ2Ｏ－）、プロピレンオキシ基（－ＣＨ2Ｃ（ＣＨ3）Ｏ－又は－ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2Ｏ
－）、ブチレンオキシ基等が挙げられる。
　上記ＡＯとしては、ポリアセタール樹脂等への分散性の観点から、好ましいのはエチレ
ンオキシ基、プロピレンオキシ基、それらの併用、さらに好ましいのはエチレンオキシ基
である。
【００１８】
　前記一般式（１）中のｎ及び一般式（２）中のｐは、単量体（ｂ１）または（ｂ２）の
１分子あたりのＡＯの平均付加モル数を表し、整数であるとは限らず、小数の場合もある
。また、ＡＯ中に２種以上のアルキレンオキシ基が含まれる場合、それぞれのアルキレン
オキシ基はブロック状またはランダム状に付加してもよい。「ブロック状」とは、１種の
アルキレンオキシ基が２個以上連続している態様をいう。
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【００１９】
　前記一般式（１）中のＲ3、一般式（２）中のＲ5において、炭素数１～３０の炭化水素
基としては、メチル基、エチル基、炭素数３～３０の直鎖飽和アルキル基｛例えば、ｎ－
プロピル基、ｎ－オクチル基、ラウリル基、ステアリル基、ベヘニル基、１－トリアコン
チル基等｝、炭素数３～３０の直鎖不飽和アルキル基｛例えば、オレイル基、エライジル
基等｝、炭素数３～３０の分岐アルキル基｛例えば、イソプロピル基、２－エチルヘキシ
ル基、イソステアリル基等｝、炭素数３～３０の脂環骨格を有する炭化水素基｛例えば、
シクロプロピル基、シクロヘキシル基等｝、炭素数６～３０の芳香族基｛例えば、フェニ
ル基、ナフチル基等｝、炭素数７～３０の芳香脂肪族基｛例えば、ベンジル基等｝等が挙
げられる。
　上記炭素数１～３０の炭化水素基のうち、工業上および成形性の観点から、好ましいの
は炭素数１～１２の炭化水素基、さらに好ましいのはメチル基である。
　Ｒ３およびＲ５としては、ポリアセタール樹脂等への分散性の観点から、水素原子およ
び炭素数１～２０の炭化水素基が好ましく、さらに好ましくは水素原子および炭素数１～
１２の炭化水素基である。Ｒ３およびＲ５として、炭素数が小さければ共重合体（Ａ）中
の１級アミド基やＡＯの割合が高くなり、ポリアセタール樹脂等への分散性およびアルデ
ヒド捕捉性が高くなる傾向がある。
【００２０】
　不飽和単量体（ｂ）としては、ポリアセタール樹脂等への分散性の観点から、単量体（
ｂ１）および（ｂ２）が好ましく、さらに好ましくはポリアルキレン（アルキレン基の炭
素数２～４）グリコールモノ（メタ）アクリレート、アルコキシ（アルコキシ基の炭素数
１～１２）ポリアルキレン（アルキレン基の炭素数２～４）グリコールモノ（メタ）アク
リレート、ポリアルキレン（アルキレン基の炭素数２～４）グリコールモノ（メタ）アク
リルアミドおよびアルコキシ（アルコキシ基の炭素数１～１２）ポリアルキレン（アルキ
レン基の炭素数２～４）グリコールモノ（メタ）アクリルアミドからなる群より選ばれる
少なくとも１種であり、特に好ましくはポリアルキレン（アルキレン基の炭素数２～４）
グリコールモノ（メタ）アクリレートおよびアルコキシ（アルコキシ基の炭素数１～１２
）ポリアルキレン（アルキレン基の炭素数２～４）グリコールモノ（メタ）アクリレート
からなる群より選ばれる少なくとも１種であり、最も好ましくはアルコキシ（アルコキシ
基の炭素数１～１２）ポリアルキレン（アルキレン基の炭素数２～４）グリコールモノ（
メタ）アクリレートである。
【００２１】
　不飽和単量体（ｂ）の分子式量又は重量平均分子量（以下、Ｍｗと略記。測定は後述の
ゲルパーミエイションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）法による。）は、ポリアセタール樹
脂等への分散性の観点から、２５０～１７０００が好ましく、さらに好ましくは３５０～
１００００である。
【００２２】
＜共重合体（Ａ）＞
　本発明における共重合体（Ａ）は、（メタ）アクリルアミド（ａ）とアルキレン（アル
キレン基の炭素数２～４）オキシ基を有する不飽和単量体（ｂ）とを構成単量体として含
む。
　共重合体（Ａ）を構成する単量体中の上記（メタ）アクリルアミド（ａ）と不飽和単量
体（ｂ）との重量比［（ａ）／（ｂ）］は、アルデヒド捕捉性および成形性の観点から、
好ましくは２０／８０～９５／５、さらに好ましくは３０／７０～９０／１０、とくに好
ましくは４０／６０～８５／１５である。
【００２３】
　上記共重合体（Ａ）には、例えば、成形性の向上およびアルデヒド捕捉性能向上のため
、上記（ａ）、（ｂ）以外に、その他の単量体（ｃ）を構成単量体として含んでもよい。
　その場合、（ａ）と（ｂ）との合計重量に基づいて、（ｃ）の重量は、好ましくは２５
重量％以下、さらに好ましくは１５重量％以下、とくに好ましくは１０重量％以下である
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。
【００２４】
　共重合体（Ａ）の重量に基づいて、（Ａ）中のＡＯ単位の重量割合は、ポリアセタール
樹脂等への分散性の観点から、好ましくは５～５０重量％、さらに好ましくは１０～４０
重量％である。
　共重合体（Ａ）の重量に基づいて、（Ａ）中の１級アミド基（－ＣＯＮＨ２）の重量割
合は、アルデヒド捕捉性の観点から、好ましくは１０～７０重量％、さらに好ましくは１
５～６０重量％である。
　（Ａ）中のＡＯ単位の重量と１級アミド基（－ＣＯＮＨ２）の重量との重量比率（ＡＯ
単位／１級アミド基）は、アルデヒド捕捉性および成形性の観点から、０．０５～６が好
ましく、更に好ましくは０．０８～５．５である。
【００２５】
　前記その他の単量体（ｃ）としては、（メタ）アクリル酸のアルキル（アルキルの炭素
数１～２０、好ましくは２～１２）エステル［例えば、（メタ）アクリル酸メチル、（メ
タ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸ブチル、（メタ）アクリル酸２－エチルヘキ
シル、（メタ）アクリル酸デシル、（メタ）アクリル酸イソデシル、（メタ）アクリル酸
ドデシル等］、酢酸ビニル、カルボキシル基を有する単量体｛例えば、（メタ）アクリル
酸、マレイン酸、フマル酸、イタコン酸、ビニル安息香酸、ビニル酢酸等｝、スルホン酸
基を有する単量体｛例えば、ビニルスルホン酸、アリルスルホン酸、メタリルスルホン酸
、アルキル（炭素数１～２３）アリルスルホコハク酸、２－アクリルアミド－２－メチル
プロパンスルホン酸、４－ビニルベンゼンスルホン酸、ドデセンベンゼンスルホン酸、ス
ルホアルキル（メタ）アクリレート等｝、リン酸基を有する単量体｛例えば、ビニルホス
ホン酸、ジエチルビニルホスホネート、フェニルビニルホスホン酸等｝、イソシアネート
基を有する単量体｛例えば、２－イソシアナトエチル（メタ）アクリレート等｝、グリシ
ジル基を有する単量体｛例えば、グリシジル（メタ）アクリレート等｝、（メタ）アクリ
ロニトリル等が挙げられる。
【００２６】
　不飽和単量体（ｃ）としては、アルデヒド捕捉性の観点から、カルボキシル基を有する
単量体、スルホン酸基を有する単量体およびリン酸基を有する単量体が好ましく、さらに
好ましくはカルボキシル基を有する単量体であり、特に好ましくは（メタ）アクリル酸で
ある。
【００２７】
　アルデヒド捕捉性の観点から、（Ａ）は酸性基（例えば、カルボキシル基、スルホン酸
基、リン酸基等）を有することが好ましい。（Ａ）が酸性基を有するものとする方法とし
ては、上述したカルボキシル基を有する単量体、スルホン酸基を有する単量体、およびリ
ン酸基を有する単量体からなる群より選ばれる少なくとも１種の単量体を単量体成分とし
て用いて共重合しても良いし、酸性基を有する重合開始剤や連鎖移動剤を用いて（Ａ）に
導入しても良い。
　酸性基を有する重合開始剤としてはペルオキシド開始剤｛例えば、ジコハク酸ペルオキ
シド等｝、アゾ系開始剤｛例えば、４，４’－アゾビス（４－シアノ吉草酸）、２，２’
－アゾビス［Ｎ－（２－カルボキシエチル）－２－メチルプロピオンアミジン］テトラハ
イドレート等｝等が挙げられる。
　酸性基を有する連鎖移動剤としては、例えば、メルカプト酢酸、２－メルカプトプロピ
オン酸、３－メルカプトプロピオン酸、４－メルカプト安息香酸、３－メルカプトピルビ
ン酸、Ｌ－システイン等が挙げられる。
【００２８】
　（Ａ）が酸性基を有する場合、酸性基の量は（Ａ）の酸価（単位：ｍｇＫＯＨ／ｇ）で
表され、好ましくは２～１６０、さらに好ましくは１０～１００、とくに好ましくは２０
～８０である。酸価が２以上であるとアルデヒドの捕捉性がさらに良好である傾向があり
、１６０以下であると成形性が良好である傾向がある。
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　なお、（Ａ）の酸価は、ＪＩＳ　Ｋ　００７０に準じて測定することができる。
【００２９】
　（Ａ）の重量平均分子量［以下Ｍｗと略記。測定は後述のゲルパーミエイションクロマ
トグラフィー（ＧＰＣ）法による。］は、アルデヒド捕捉性および成形性の観点から、好
ましくは５，０００～１，０００，０００、さらに好ましくは７，０００～３００，００
０、とくに好ましくは８，０００～１００，０００である。
【００３０】
　本発明における重量平均分子量（Ｍｗ）、数平均分子量（Ｍｎ）のＧＰＣ測定条件は下
記のとおりである。
＜ＧＰＣ測定条件＞
　［１］装置　　：ゲルパーミエイションクロマトグラフィー
　　　　　　　　　［型番「ＨＬＣ－８１２０ＧＰＣ」、東ソー（株）製］
　［２］カラム　：「ＴＳＫｇｅｌＧ６０００ＰＷｘｌ」、「ＴＳＫｇｅｌ
　　　　　　　　　Ｇ３０００ＰＷｘｌ」［いずれも東ソー（株）製］を直列に連結。
　［３］溶離液　：メタノール／水＝３０／７０（容量比）に
　　　　　　　　　０．５重量％の酢酸ナトリウムを溶解させたもの。
　［４］基準物質：ポリエチレングリコール（以下ＰＥＧと略記）
　［５］注入条件：サンプル濃度０．２５重量％、カラム温度４０℃
【００３１】
　共重合体（Ａ）は、（１）（メタ）アクリルアミド（ａ）とアルキレン（アルキレン基
の炭素数２～４）オキシ基を有する不飽和単量体（ｂ）と、必要によりその他の単量体（
ｃ）とを含む単量体成分を、公知の重合法、例えば、溶液重合法により重合する方法、（
２）（メタ）アクリルアミド（ａ）と、（ｂ）の前駆体としてカルボキシル基を有する単
量体と、必要によりその他の単量体（ｃ）とを含む単量体成分を公知の重合法（例えば、
溶液重合法）で重合した共重合体（Ｓ１）の有するカルボキシル基に、（ポリ）アルキレ
ン（アルキレン基の炭素数２～４）グリコールおよび／またはモノアルコキシ（ポリ）ア
ルキレン（アルキレン基の炭素数２～４）グリコールをエステル化する方法、（３）（メ
タ）アクリルアミド（ａ）と、（ｂ）の前駆体としてイソシアネート基を有する単量体と
、必要によりその他の単量体（ｃ）とを含む単量体成分を公知の重合法（例えば、溶液重
合法）で重合した共重合体（Ｓ２）の有するイソシアネート基に、（ポリ）アルキレン（
アルキレン基の炭素数２～４）グリコールおよび／またはモノアルコキシ（ポリ）アルキ
レン（アルキレン基の炭素数２～４）グリコールをウレタン化する方法、（４）（メタ）
アクリルアミド（ａ）と、（ｂ）の前駆体としてグリシジル基を有する単量体と、必要に
よりその他の単量体（ｃ）とを含む単量体成分を公知の重合法（例えば、溶液重合法）で
重合した共重合体（Ｓ３）の有するグリシジル基に、（ポリ）アルキレン（アルキレン基
の炭素数２～４）グリコールおよび／またはモノアルコキシ（ポリ）アルキレン（アルキ
レン基の炭素数２～４）グリコールを付加する方法により製造することができる。
　（１）～（４）において、生産性の観点から好ましいのは溶媒（水および／または有機
溶剤）中で行う溶液重合法である。
　（１）において、例えば、溶媒中で、（ａ）と（ｂ）とを含む単量体（モノマー）成分
を、必要により連鎖移動剤の存在下で、重合開始剤より重合反応を行う方法等が挙げられ
る。
　水の含有量としては、使用する全溶媒量に対して水を３０重量％以上使用することが好
ましい。
　単独で、または水と共に使用できる有機溶剤としては、水性溶剤（２５℃での水への溶
解度が１０ｇ以上／１００ｇ水）、例えばケトン（アセトン、メチルエチルケトン（以下
ＭＥＫと略記）、ジエチルケトン等）、アルコール（メタノール、エタノール、イソプロ
パノール等）等が挙げられ、生産性の観点から好ましいのはアセトン、ＭＥＫ、イソプロ
パノールである。有機溶剤は１種または２種以上で使用することができる。
　該（Ａ）および（Ｓ）（上記Ｓ１～Ｓ３）は、好ましくは（Ａ）の溶液又は（Ｓ）の溶
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液として得られ、溶液中の（Ａ）および（Ｓ）の含有量は、生産性および後工程のハンド
リング性の観点から好ましくは５～８０重量％、さらに好ましくは１０～７０重量％、と
くに好ましくは２０～６０重量％である。
【００３２】
　（Ａ）および（Ｓ）製造時の重合温度は、生産性および（Ａ）および（Ｓ）の分子量制
御の観点から好ましくは０～２００℃、さらに好ましくは４０～１５０℃である。
　重合時間は、製品中の残存モノマー含量の低減および生産性の観点から好ましくは１～
１０時間、さらに好ましくは２～８時間である。
　重合反応の終点は残存モノマー量で確認できる。残存モノマー量は、成形品の機械的強
度や成形性の観点から、（Ａ）の重量に基づいて、好ましくは５重量％以下、さらに好ま
しくは３重量％以下である。残存モノマー量はガスクロマトグラフィー法により測定でき
る。
【００３３】
＜アルデヒド捕捉剤（Ｘ）＞
　本発明のアルデヒド捕捉剤（Ｘ）は、前記共重合体（Ａ）を含有してなるものであり、
前記共重合体（Ａ）以外に、溶媒や、（Ａ）の製造時に使用した重合開始剤、連鎖移動剤
や、残モノマー等を含有してもよい。
　該（Ｘ）は、好ましくは、前記（Ａ）の溶液を脱溶媒して得られる。該（Ｘ）中の溶媒
の重量は、（Ｘ）の重量に基づいて、好ましくは２０重量％以下、さらに好ましくは０．
０１～５重量％である。
　該（Ｘ）中の前記（Ａ）の含有量は、（Ｘ）の重量を基準として、アルデヒド捕捉性お
よび成形性の観点から、８０重量％以上が好ましく、さらに好ましくは９５重量％以上で
ある。
　本発明のアルデヒド捕捉剤（Ｘ）は、種々のアルデヒド捕捉剤として用いることができ
るが、とりわけ、後述のポリアセタール樹脂（Ｄ）用のアルデヒド捕捉剤として好適に使
用できる。
【００３４】
＜ポリアセタール樹脂組成物（Ｙ）＞
　本発明のポリアセタール樹脂組成物（Ｙ）は、前記アルデヒド捕捉剤（Ｘ）と後述のポ
リアセタール樹脂（Ｄ）とを含有してなる。
　上記（Ｘ）と（Ｄ）との重量比［（Ｘ）／（Ｄ）］は、アルデヒド捕捉性および機械的
強度の観点から、好ましくは０．０５／９９．９５～５／９５、さらに好ましくは０．１
／９９．９～４／９６、とくに好ましくは０．２／９９．８～２／９８である。
　上記（Ａ）と（Ｄ）との重量比［（Ａ）／（Ｄ）］は、アルデヒド捕捉性および機械的
強度の観点から、好ましくは０．０５／９９．９５～５／９５、さらに好ましくは０．１
／９９．９～４／９６、とくに好ましくは０．２／９９．８～２／９８である。
　（Ｙ）中の上記（Ａ）に由来するＡＯ単位の重量割合は、アルデヒド捕捉性および機械
的強度の観点から、（Ｙ）の重量を基準として、好ましくは０．００２５～１．５重量％
、さらに好ましくは０．００５～１．０重量％、とくに好ましくは０．０１～０．８重量
％である。
　（Ｙ）中の上記（Ａ）に由来する１級アミド基（－ＣＯＮＨ２）の重量割合は、アルデ
ヒド捕捉性および機械的強度の観点から、（Ｙ）の重量を基準として、好ましくは０．０
０２５～２．０重量％、さらに好ましくは０．０１～１．５重量％、とくに好ましくは０
．０２～１．３重量％である。
【００３５】
　ポリアセタール樹脂組成物（Ｙ）は、アルデヒド捕捉剤（Ｘ）とポリアセタール樹脂（
Ｄ）と、必要によりその他の樹脂添加剤（Ｃ）［例えば、酸化防止剤、相溶化剤（ビスフ
ェノールＡのエチレンオキサイド２～４モル付加物等）］とを、例えば溶融混練して得ら
れる。
【００３６】
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＜ポリアセタール樹脂（Ｄ）＞
　本発明におけるポリアセタール樹脂（Ｄ）としては、公知のもの、オキシメチレンと、
必要によりオキシエチレンとを単位構造として含む重合体が挙げられる。
　該（Ｄ）の市販品としては、例えば、デルリン［登録商標、デュポン社製］、ジュラコ
ン［登録商標、ポリプラスチック（株）製］が挙げられる。
【００３７】
＜成形品（Ｚ）＞
　本発明の成形品（Ｚ）は、前記ポリアセタール樹脂組成物（Ｙ）を成形してなる。成形
方法としては、射出成形、圧縮成形、カレンダ成形、スラッシュ成形、回転成形、押出成
形、ブロー成形、フィルム成形（キャスト法、テンター法およびインフレーション法等）
等が挙げられる。
【００３８】
　本発明のアルデヒド捕捉剤（Ｘ）は、アルデヒド捕捉性に優れる。また、ポリアセター
ル樹脂組成物（Ｙ）は成形時の金型汚染性に優れる。さらに、成形品（Ｚ）は、アルデヒ
ドの放出が小である。
【実施例】
【００３９】
　以下、実施例により本発明をさらに詳細に説明するが、本発明はこれに限定されるもの
ではない。以下において「部」は重量部を示す。
【００４０】
　実施例および比較例に使用した原料の組成、記号等は次の通りである。
＜（メタ）アクリルアミド（ａ）＞
（ａ１－１）の水溶液：
　アクリルアミド（ａ１－１）の４０重量％水溶液［三井化学（株）製］
【００４１】
＜アルキレンオキシ基を有する単量体（ｂ）＞
（ｂ１－１）：
　　ポリエチレングリコールモノアクリレート（アルキレンオキシ基の平均付加モル数：
４．５）［日油（株）製、ブレンマーＡＥ－２００、化学式量＝２７０］
（ｂ１－２）：
　メトキシポリエチレングリコールモノアクリレート（アルキレンオキシ基の平均付加モ
ル数：９）［日油（株）製、ブレンマーＡＭＥ－４００、化学式量＝４８２］
（ｂ１－３）：
　メトキシポリエチレングリコールメタクリレート（アルキレンオキシ基の平均付加モル
数：９０）［日油（株）製　ブレンマーＰＭＥ－４０００、化学式量＝４０６０］
（ｂ１－４）：
　ポリプロピレングリコールモノアクリレート（アルキレンオキシ基の平均付加モル数：
３．５）［日油（株）製、ブレンマーＡＰ－２００、化学式量＝２７５］
（ｂ１－５）：
　ラウロキシポリエチレングリコールメタクリレート（アルキレンオキシ基の平均付加モ
ル数：４）［日油（株）製　ブレンマーＰＬＥ－２００、化学式量＝４３０］
（ｂ２－１）：
　メトキシポリエチレングリコールアクリルアミド（アルキレンオキシ基の平均付加モル
数：１５）［Ｂｉｏｃｈｅｍｐｅｇ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　Ｉｎｃ．社製、ｍＰＥＧ－
ＡＣＡ、化学式量＝７３３］
（ｃ１－１）：アクリル酸
【００４２】
＜ポリアセタール樹脂（Ｄ）＞
（Ｄ－１）：
　商品名「ジュラコンＭ９０－４４（標準グレード）」、ポリプラスチック（株）製
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【００４３】
＜実施例１＞
　アクリルアミド（ａ１－１）の４０重量％水溶液２３７．５部〔（ａ１－１）［純分］
９５．０部〕、メトキシポリエチレングリコールメタクリレート（エチレンオキシド付加
モル数：９０）（ｂ１－３）５．０部、イソプロピルアルコール（ＩＰＡ）１６．７部の
混合液を室温で調整し、モノマー溶液を得た。
　別に、アゾビスイソブチロニトリル（ＡＩＢＮ）１．０部をＩＰＡ５０部に室温で均一
に溶解させ、開始剤溶液を得た。
　モノマー溶液と開始剤溶液の滴下口、還流管および撹拌翼を備えたガラス製反応容器に
ＩＰＡ５０部を仕込み、２００ｒｐｍの回転数にて撹拌しながら８２℃まで昇温し還流状
態にした。
　還流状態を維持しながら、常圧下、前述のモノマー溶液と開始剤溶液をそれぞれ６０分
かけて全量投入し、投入後１８０分間、常圧還流下で撹拌を継続し、重合反応した。
　重合後、内容物をナスフラスコに移し、エバポレーターを用いて６０℃でＩＰＡの臭気
がなくなるまで脱ＩＰＡを実施した。ナスフラスコ残分をステンレス製のバットに全量移
し、１００℃循風乾燥機で適宜スパチュラーで混ぜながら、約６時間乾燥し、共重合体（
Ａ－１）を９８．２重量％含有してなるアルデヒド捕捉剤（Ｘ－１）を得た。なお、ここ
及び以下において、（Ｘ）中の共重合体（Ａ）の含有量は、（Ｘ）を循風乾燥機（１３０
℃、９０分）で乾燥する前（Ｘ１）と後（Ｘ２）の重量を用いて、含有率（Ｘ２／Ｘ１×
１００）を算出した。
【００４４】
＜実施例２～５、７～１３＞
　実施例１において、表１の原料組成（部）に従って、（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、連鎖移
動剤としてメルカプトプロピオン酸、開始剤として２，２’－アゾビス（２－メチルブチ
ロニトリル）（Ｖ－５９）を用いたこと以外は実施例１と同様にして、各共重合体（Ａ－
２）～（Ａ－５）、（Ａ－７）～（Ａ－１３）を含有してなるアルデヒド捕捉剤（Ｘ－２
）～（Ｘ－５）、（Ｘ－７）～（Ｘ－１３）を得た。
【００４５】
＜実施例６＞
　窒素バブリング菅と排気口を備えた試験菅（反応容器）にイオン交換水２００部、（ａ
１－１）５１．７部、（ｂ１－２）７９．２部、２，２‘－アゾビス（２－メチルプロピ
オンアミジン）二塩酸塩（Ｖ－５０）の１重量％水溶液１０部を仕込んだ後、撹拌し均一
にした。
　常温下、窒素を１Ｌ／ｍｉｎで５分間通気し、５０℃のウォーターバスに浸けてさらに
１分間窒素通気した後密閉し、そのまま５０℃で１０時間重合させた。
　重合後、試験管から内容物をシャーレに取り出し、適宜ハサミで裁断しながら５０℃で
１０時間乾燥させ、卓上ミルを用いて粉砕し、共重合体（Ａ－６）を９７．３重量％含有
してなるアルデヒド捕捉剤（Ｘ－６）を得た。
【００４６】
＜比較例１＞
　アジピン酸ジヒドラジド［大塚化学（株）製］を、そのまま用いて、比較のためのアル
デヒド捕捉剤（比Ｘ－１）を得た。
【００４７】
＜比較例２＞
　ビーカーにポリアクリルアミド［シグマアルドリッチ製、Ｍｎ＝４００００］７０部、
ポリエチレングリコール［三洋化成工業（株）製、ＰＥＧ－４００、Ｍｎ＝４００］３０
部を仕込み、均一になるまでスパチュラーでかき混ぜて、比較のためのアルデヒド捕捉剤
（比Ｘ－２）を得た。
【００４８】
　実施例１～１３、比較例１～２の結果を表１に示す。
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【００４９】
【表１】

【００５０】
＜実施例２１～３５、比較例１１～１３＞
　表２に示す配合組成（部）に従って、配合成分をヘンシェルミキサーで３分間ブレンド
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した後、ベント付き２軸押出機にて、１００ｒｐｍ、２００℃、滞留時間５分の条件で溶
融混練して、各ポリアセタール樹脂組成物（Ｙ）を得た。
　次に、各得られたポリアセタール樹脂組成物（Ｙ）を、射出成形機［「ＰＳ４０Ｅ５Ａ
ＳＥ」、日精樹脂工業（株）製］を用い、シリンダー温度２１０℃、金型温度６０℃で成
形して、各成形品（Ｚ）を作製し、下記の性能試験により評価した。結果を表２に示す。
【００５１】
（１）ホルムアルデヒド放出量＜アルデヒド捕捉性の評価＞（ＶＤＡ２７５法）
　１Ｌのポリエチレン容器に蒸留水５０ｍｌと上述の射出成形機で作製した成形試験片（
１００×４０×３ｍｍ）（作製後、チャック付きポリ袋で保管し、室温で２４時間静置し
たもの）を入れ密閉し、６０℃で３時間加熱した。蒸留水中に溶解したホルムアルデヒド
をアンモニウムイオン存在下においてアセチルアセトンと６０℃で１０分間反応させた。
その反応物の吸収ピークとして分光光度法により波長４１２ｎｍの吸収ピークを測定し、
試験片重量当たりのホルムアルデヒド放出量（ｐｐｍ）を求めた。
【００５２】
（２）成形性（耐金型汚染性）
　上述した射出成型を５００ショット連続して行い、金型の表面状態を観測して、以下の
＜評価基準＞で評価した。
　＜評価基準＞
　◎：金型表面に付着物が全くない
　○：金型表面に付着物がほとんどない
　△：金型表面に付着物がわずかにある
　×：金型表面に付着物が多数ある
【００５３】
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【表２】

【００５４】



(14) JP 2021-152141 A 2021.9.30

　表１～２の結果から、本発明のアルデヒド捕捉剤（Ｘ）は、比較のものに比べて、アル
デヒド捕捉性、成形性（耐金型汚染性）に優れることがわかる。
【００５５】
　アルデヒド捕捉剤（Ｘ）は、アルデヒド捕捉性に優れることから、種々のアルデヒド捕
捉剤として用いることができるが、とりわけ、ポリアセタール樹脂（Ｄ）用のアルデヒド
捕捉剤として好適に使用できるため、きわめて有用である。
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